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　庭にはハルジオンが多く、5 月中旬頃からあちこちで
花を咲かせる。ハルジオンは虫をよく呼ぶ花だ。チョウ
は花の蜜を吸うために、多くの種がやってくる。ハナム
グリなどの甲虫やヤブキリの幼虫が花や花粉を食べる。
様々な昆虫が蜜や花粉を求めてやってくる。
　ハルジオンは元々は北米原産の植物で、100 年ほど前
に観賞用として持ち込まれたものが、増えた植物だ。花
は基本白だが、ピンクが強い個体もある。この仲間はエ
リゲロンという属の植物で、観賞用に売られている種類
もある。
　6 月中旬になると、ハルジオンとよく似たヒメジョオン
が目立つようになる。ハルジオンとヒメジョオンは、花が
よく似ていて混同してしまうことがある。ヒメジョオンは
花びらの幅が細く、花は小さいが数が多い。ハルジオンよ
り背も高く、花は貧相で、繁殖力はもっと強い困りものの
植物だから、見つけしだい抜いている。蕾がハルジオンは
頭をたれるのに対し、ヒメジョオンはまっすぐだ。
　写真は、ハルジオンで蜜を吸うウスバシロチョウ。5
月中旬から 6 月初めに多いチョウだ。

ハルジオン

　白鳥映雪生誕 110 周年 記念講演　白鳥映雪生誕 110 周年 記念講演

「逆境を乗り越えた画業人生」「逆境を乗り越えた画業人生」

　日本芸術院会員で小諸市滝原出⾝の日本画家・白鳥映雪。
生誕 110 周年を記念して講演会を開催します。
　幾多の苦境を乗り越え、日本を代表する巨匠となった
映雪画伯の画業人生の紹介ほか、苦境の中で変化する画
伯の作品について解説し、映雪作品の魅力に迫ります。　
▶日　時　5/14 ㈯、6/18 ㈯　13:30~
　　　　　※ 2 回開催で内容は同じ。
▶会　場　小諸高原美術館・白鳥映雪館　
　　　　　白鳥映雪特別展示室
▶参加費　通常の観覧料（下記）
▶講　師　舟田 均（白鳥映雪研究者）
　　　　　白鳥 純司（小諸高原美術館・白鳥映雪館学芸員）

問　小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070

白鳥映雪生誕 110 周年記念企画展白鳥映雪生誕 110 周年記念企画展

「映雪物語　画業とその生涯」「映雪物語　画業とその生涯」
▶会　期　～ 7/15 ㈮　９:00 〜 17:00
▶会　場　小諸高原美術館・白鳥映雪館　
　　　　　第１・第２展示室、白鳥映雪特別展示室
▶入館料　一般 500 円、小中学生 250 円　
▶休館日　5/2 ㈪、９㈪、16 ㈪、23 ㈪、30 ㈪
（5 月）

舟田 均 氏


